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～国道165号香芝柏原改良・踏切道の改善～
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中和幹線建設促進期成同盟会の活動再開

本市における事業促進に向けた取組

▲三橋市長による国土交通省への要望活動

踏切道の改善

国道１６５号香芝柏原改良
危険な踏切道の改善に向けて

国への要望内容

のかしば みちしるべ

国道１６５号は大阪府から奈良県を通って三重県をつなぐ主
要な広域道路ネットワーク路線であり、中和幹線は桜井市を
起点とし、奈良県と大阪府の境界を終点とする幹線道路です。

 「国道１６５号香芝柏原改良」は、香芝市穴虫から大阪府柏
原市田辺までの未整備区間で実施される国の道路改良事
業のことで、慢性的な交通渋滞や見通しの悪い急カーブや急
勾配が連続して存在すること、安心して通行できる歩道空間
が整備されていないこと、また異常気象時通行規制区間が含
まれていること等の課題があるため、早期の整備が求められ
ています。

中和幹線の建設促進に寄与することを目的として、平成５年４
月、香芝市、大和高田市、橿原市、桜井市及び広陵町の４市１町
により「中和幹線建設促進期成同盟会」が発足しました。

平成２３年以来、活動が滞っていましたが、令和７年６月、三橋
市長を含む４市の市長で国土交通省に対して、「国道１６５号
香芝柏原改良」の事業促進と早期の工事着手、また、同事業の
推進に必要となる予算、財源の確保について、要望書を提出し、
国土交通省からは「国としても予算を確保して、事業を進めてい
く」との回答を得ました。

道路整備などの公共工事を実施する際には、事
前に埋蔵文化財発掘調査を行う必要があります。

本来であれば奈良県で実施すべきところですが、
奈良県において実施のめどが立っていなかったこ
とから、本市としては、少しでも早期に工事着手し
ていただくため、本市教育委員会において埋蔵文
化財発掘調査を実施することとしました。

今後も、国に対する積極的な要望活動を続けると
ともに、本市としてできることは速やかに着手し、
「国道１６５号香芝柏原改良」の早期の工事着手を
めざします。

関屋第５号踏切（近鉄大阪線二上駅西側）については、
車道拡幅（２車線化）、歩道設置に向けて、近畿日本鉄道
株式会社と協議、意見交換を進めています。また、二上駅
北側駅前広場についても、マルシェ等を実施できるスペー
スや子どもたちの遊び場を整備し、周辺地域の活性化を
図っていく方針です。

狐井第二踏切（ＪＲ和歌山線）についても、西日本旅客
鉄道株式会社と共に、踏切道の安全対策について検討を
進めていきます。

本市内には、いまだに十分な幅員がなく危険な踏切道が一部に見られ、通行する車両や通学する児童らを始
めとする歩行者の安全性に支障があるほか、緊急車両の通行、消防隊や救急隊等の活動現場までの最短経
路の確保に支障があります。特に関屋第５号踏切（近鉄大阪線二上駅西側）、狐井第二踏切（ＪＲ和歌山線）、
そのほか近鉄大阪線五位堂駅周辺の踏切などは、優先的に改善する必要が高いと考えています。

踏切道の拡幅に当たっては、鉄道事業者の協力なくしては実施できず、また多額の費用が必要となることから、
令和７年６月、国土交通省に対して、鉄道事業者に危険な踏切道の拡幅に積極的に協力するよう指導していた
だくとともに、踏切道の拡幅を実施するための財政的な支援を講じるよう要望書を提出しました。
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